
短期的にスピード感を持って対策を講ずべき層について（案）

分類 主なタッチポイント

ボリューム層

1 中年男性（40～59歳有職同居） 勤務先、健康診断実施機関

２ 高年男性（60歳以上無職同居・独居） 駅・商業施設、病院、インターネット、図書館

３ 中高年女性（40歳以上無職同居） 駅・商業施設、病院、学校、行政広報、インターネット

４ うつ病患者（診断前含む） 一般内科、心療内科等医療機関、インターネット

急増する層

１ 20～29歳女性
有職者：勤務先等
無職者：駅・商業施設、病院、インターネット

２ 妊産婦
区市町村での行政手続き（妊娠届・出生届等提出窓口、乳幼児検診、子ども家庭
支援センター）、産婦人科

３ 生活困窮者（個人事業主、ひとり親）
生活困窮者支援窓口、生活保護窓口、金融機関等貸付窓口
多重債務110番、児童扶養手当受給窓口、ショートステイ等手続き窓口

４
留年大学生
一人暮らし学生（各種学校含む）

大学等における手続き窓口（学生課等）、アルバイト先、インターネット、SNS
相談

５ 小中高生 学校、家庭、学習塾、インターネット、SNS相談

資料９

JSCP提供「地域自殺実態プロファイル2020」（注：2015～2019年合計自殺者に基づく）を一部参考 1



令和元年及び令和２年の自殺者数等の比較（東京都）

◆自殺者数（男女別）

◆区分別内訳【同居人の有無】
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◆区分別内訳【原因・動機別】
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厚生労働省自殺統計原票データ特別集計に基づき作成（自殺日×住所地）
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令和元年
（2019年）

令和2年
（2020年）

増減

男性 1,415人 1,396人 ▲19人

女性 724人 806人 82人

合計 2,139人 2,202人 63人
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2019
年

男性
１１４ ５１０ ９３ ７ ２３ ４５ １８ ６３７ ０ ６０ ２ １９５ ４ ３７６ ６１

女性 １４ １６１ ４７ ７ １１ ２１ ８ ４８３ １２３ １２ ２ １０２ ０ ２４４ １９

合計 １２８ ６７１ １４０ １４ ３４ ６６ ２６ 1,120 １２３ ７２ ４ ２９７ ４ ６２０ ８０

2020
年

男性
８８ ５５８ ９３ １２ １２ ６０ ９ ６１９ ０ ４６ ３ １５４ ２ ４１４ ３８

女性 ２３ ２１４ ６２ ８ ２１ ２３ １０ ４８８ １２８ ７ ０ １０８ ０ ２４５ １９

合計 １１１ ７７２ １５５ ２０ ３３ ８３ １９ 1,107 １２８ ５３ ３ ２６２ ２ ６５９ ５７

原因・動機別 家庭問題 健康問題
経済・
生活問題

勤務問題 男女問題 学校問題 その他 不詳

2019年

男性 １２６ ４６３ ２０９ １４１ ３６ ３７ ５３ ６１０

女性 ９４ ３５０ ３３ ２８ ３９ ７ ２２ ２６８

合計 ２２０ ８１３ ２４２ １６９ ７５ ４４ ７５ ８７８

2020年

男性 １０７ ４５４ ２０７ １０１ ３９ ２９ ３７ ６５９

女性 ８８ ３８６ ３０ ３４ ４３ １３ ３３ ３２１

合計 １９５ ８４０ ２３７ １３５ ８２ ４２ ７０ ９８０

厚生労働省自殺統計原票データ特別集計に基づき作成（自殺日×住所地）令和元年及び令和２年の自殺者数等の比較（東京都）
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